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特集 昭和44年8月18日

まだ天候がよかったころ、唐塩山の手前だと思う

憧
れ
の
小
秀
山
へ
行
く
ぞ

　

少
年
達
の
憧
れ
小
秀
山
。
中
学
生
に
な
っ
た
夏

休
み
、い
よ
い
よ
小
秀
山
に
登
頂
す
る
日
が
や
っ
て

来
る
。
あ
の
小
学
六
年
の
決
意
を
胸
に
妙
な
連

帯
感
が
少
年
達
に
芽
生
え
て
い
た
。
大
袈
裟
な
言

い
方
を
す
れ
ば
同
じ
志
を
持
つ
者
の
集
ま
り
、何

を
す
る
に
も
目
的
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

夏
休
み
を
前
に
小
秀
山
登
頂
計
画
は
着
々
と
進

ん
で
い
っ
た
。
残
念
な
が
ら
せ
い
い
ち
く
ん
は
家
の

都
合
で
不
参
加
、又
新
た
に
仲
間
に
加
わ
っ
た
ひ

ろ
ゆ
き
君
は
当
日
の
朝
リ
タ
イ
ア
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、他
の
六
人
は
以
前
と
同
じ
顔
ぶ
れ
だ
。
前

回
の
教
訓
と
し
て
引
率
者
と
し
て
学
校
の
先
生

が
同
行
す
る
事
で
登
山
が
可
能
と
な
っ
た
。

　

教
師
は
小
学
六
年
生
の
時
の
担
任
だ
っ
た
桂

川
先
生
と
新
任
の
永
井
先
生
、そ
し
て
中
学
校

の
教
師
の
三
尾
先
生
で
あ
る
。
彼
等
は
何
度
と

な
く
自
転
車
を
走
ら
せ
桂
川
先
生
宅
に
集
ま
り

登
山
の
計
画
を
練
る
。
そ
の
計
画
は
、木
曽
越
峠

か
ら
裏
木
曽
ル
ー
ト
で
登
り
、尾
根
づ
た
い
に
唐

塩
山
、前
山
、小
秀
山
を
経
て
三
の
谷
か
ら
下
山

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
日
帰
り
で
行
う
の

で
あ
る
。
八
月
十
八
日
と
い
え
ば
お
盆
も
過
ぎ
て

そ
ろ
そ
ろ
秋
風
も
吹
き
出
す
頃
、高
校
野
球
も

決
勝
戦
を
残
す
だ
け
と
な
っ
て
い
た
。

さ
あ
！
出
発
だ
。

　
一
九
六
九
年
八
月
十
八
日
月
曜
の
早
朝
五
時
、

山
々
に
は
モ
ヤ
が
か
か
る
朝
霧
の
中
、桂
川
先
生

の
家
に
集
合
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、だ
い
ち
ん
：い

つ
も
ダ
ジ
ャ
レ
を
言
っ
て
人
を
笑
わ
す
。
用
意
周

到（
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
等
の
非
常
食
を
余
分
に
持
っ
て
い
た
）で
備

え
が
万
全
。
桂
川
勝
典
先
生
：
僕
ら
が
小
学
六
年

生
の
時
の
担
任
だ
っ
た
。
あ
き
じ
ん
：
無
邪
気
で

く
白
い
ト
レ
パ
ン
、上
は
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
、靴
は
ズ
ッ

ク
、持
ち
物
は
ナ
ッ
プ
サ
ッ
ク
だ
け
。
中
身
は
昼
飯

の
お
に
ぎ
り
と
缶
入
り
の
コ
カ・コ
ー
ラ
、そ
れ
と
お

や
つ
程
度
だ
っ
た
。　

熊
笹
の
ト
ン
ネ
ル
を
進
む

　

登
山
ル
ー
ト
は［
木
曽
越
峠
〜
唐
塩
山
〜
前
山

〜
小
秀
山
〜
二
の
谷（
乙
女
渓
谷
）］と
い
う
コ
ー
ス

で
あ
る
。
こ
の
登
山
計
画
は
当
初
の
予
定
で
は
山

中
で
一
泊
す
る
予
定
だ
っ
た
。
先
生
の
提
案
で「
ど

う
せ
な
ら
テ
ン
ト
を
か
つ
い
で
登
り
、一
泊
二
日
で
や

ろ
ま
い
か
！
」と
言
う
事
で
、み
ん
な
大
は
し
ゃ
ぎ

で
大
賛
成
だ
っ
た
。
し
か
し
、先
生
達
の
ス
ジ
ュ
ー

ル
が
合
わ
ず
止
む
無
く
日
帰
り
強
行
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

村
の
中
央
に
位
置
す
る
法
禅
寺
の
裏
手
あ
た

り
か
ら
山
道
を
登
り
、木
曽
越
峠
を
進
む
と
、途

中「
ラ
ン
プ
の
宿
」で
知
ら
れ
る
渡
合
温
泉
に
通
づ

る
道
が
見
え
た
。
ま
た
道
が
崩
れ
崖
の
よ
う
な
斜

面
を
進
ん
で
行
く
所
も
あ
っ
た
が
、尾
根
ら
し
き

と
こ
ろ
ま
で
進
む
と
あ
た
り
は
大
人
の
背
丈
も
覆

い
そ
う
な
熊
笹
が
密
集
し
て
い
た
。
先
頭
を
行
く

桂
川
先
生
が
鉈
で
熊
笹
を
な
ぎ
倒
し
な
が
ら
進
ん

で
行
っ
た
。「
ま
る
で
笹
の
ト
ン
ネ
ル
だ
！
」と
、な

お
き
く
ん
が
言
っ
た
。
見
渡
す
が
限
り
笹
が
密
集

し
て
い
て
何
も
景
色
が
見
え
な
い
。
時
折
見
え
て

来
る
岳
樺（
ダ
ケ
カ
ン
バ
）の
木
々
に
混
ざ
っ
て
点
在
す

る
雷
に
打
た
れ
て
朽
ち
枯
れ
果
て
た
木
々
の
白
さ

が
印
象
的
だ
っ
た
。
こ
の
時
点
で
は
当
初
の
計
画

ど
お
り
一
行
は
順
調
に
進
ん
で
い
た
。

　

早
朝
の
五
時
に
出
発
し
た
事
も
あ
っ
て
、お
昼

前
に
は
通
過
点
で
あ
る
唐
塩
山
に
到
着
し
た
。
朝

露
に
濡
れ
ほ
こ
り
を
被
っ
た
熊
笹
を
か
き
分
け
て

進
ん
で
き
た
た
め
、真
っ
白
だ
っ
た
ト
レ
パ
ン
は
も

う
真
っ
黒
に
汚
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
靴
は
汚
れ
た

水
を
含
ん
で
ベ
タ
ベ
タ
だ
っ
た
。

昼
前
に
は
唐
塩
山
に
到
着

　

唐
塩
山
の
頂
上
ら
し
き
所
に
は［
唐
塩
山

一
六
〇
八
m
］と
い
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
杭
が
し
っ
か

り
と
地
面
に
突
き
刺
し
て
あ
っ
た
。一
行
は
こ
こ
で

昼
食
を
と
る
事
に
し
た
。
中
味
が
梅
干
し
だ
け
の

海
苔
が
へ
ば
り
つ
い
た
お
に
ぎ
り
を
ほ
う
ば
る
。
も

ち
ろ
ん
現
在
コ
ン
ビ
ニ
で
売
ら
れ
て
い
る
パ
リ
パ
リ

の
乾
燥
し
た
海
苔
で
は
な
い
。
で
も
こ
の
食
感
が

た
ま
ら
な
い
の
だ
。

　

い
つ
も
下
か
ら
見
上
げ
て
い
た
唐
塩
山
の
て
っぺ

ん
に
彼
ら
は
い
た
。
頂
上
と
は
言
っ
て
も
木
々
が
覆

い
茂
る
普
通
の
山
だ
。
少
し
見
晴
ら
し
の
良
い
所

で
周
り
を
見
渡
せ
ば
御
岳
山
を
初
め
と
し
た
三
千

メ
ー
ト
ル
を
超
す
北
ア
ル
プ
ス
の
連
峰
が
見
え
た
。

し
か
し
、こ
の
頃
か
ら
天
候
が
怪
し
く
な
っ
て
き
た
。

ド
ラ
イ
ア
イ
ス
の
煙
の
よ
う
な
密
度
の
濃
い
霧（
ガ

ス
）が
急
に
あ
た
り
を
覆
い
始
め
る
。
山
の
天
候
は

急
変
す
る
も
の
だ
。
さ
っ
き
ま
で
見
事
な
眺
望
を

見
せ
て
い
た
景
色
は
瞬
く
間
に
白
い
ガ
ス
に
覆
わ

れ
て
何
も
確
認
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
『
よ
っ
た
か
談
、当
時
の
記
録
よ
り
）す
ぐ
近
く

に
展
望
台
の
よ
う
な
所
が
あ
る
事
を
三
尾
先
生

が
教
え
て
く
れ
た
の
で
、お
れ
と
あ
き
じ
ん
と
伸

こ
う（
し
ん
き
ょ
う
）と
で
い
っ
て
み
た
。
下
を
見
る
と

ど
え
ら
い
高
か
っ
た
。
又
、何
も
見
え
ず
、た
だ
ガ

ス
だ
け
が
、ぶ
わ
ー
と
で
も
言
う
よ
う
に
後
か
ら

後
か
ら
押
し
上
げ
て
き
た
』

　

黒
沢
明
監
督
の
映
画「
蜘
蛛
巣
城
」の
冒
頭
の

場
面
の
よ
う
な
深
い
霧（
ガ
ス
）。
決
し
て
大
袈
裟
で

は
な
く
視
界
は
わ
ず
か
五
十
セ
ン
チ
〜
一メ
ー
ト
ル

だ
っ
た
。
あ
た
り
は
薄
暗
く
な
り
、ヒ
ン
ヤ
リ
と
し

た
何
と
も
言
え
な
い
冷
気
が
体
中
を
覆
い
尽
く
す
。

行
く
手
が
遮
ら
れ
た
よ
う
で
、さ
す
が
に
心
細
く

な
っ
て
い
っ
た
。

ガ
ス（
霧
）に
囲
ま
れ
て
し
ま
う

　
一
行
の
前
に
立
ち
塞
が
る
白
い
壁
。
何
年
か
前

に
来
た
事
が
あ
る
と
、地
理
感
を
頼
り
に
先
頭
を

行
っ
て
い
た
桂
川
先
生
も「
お
か
し
い
な
？
い
ま
何

処
に
お
る
か
わ
か
ら
ん
」と
疑
心
暗
鬼
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
焦
る
気
持
ち
に
背
丈
程
も
あ
る
熊
笹
が

押
し
寄
せ
、振
り
払
っ
て
も
押
し
倒
し
て
も
一
向
に

先
が
見
え
な
い
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
す
が

に
大
自
然
の
脅
威
と
も
言
う
べ
き
山
の
ガ
ス
は
半

端
で
は
な
い
。い
つ
で
も
用
意
周
到
の
だ
い
ち
ん
は

持
参
し
て
き
た
磁
石
を
見
て「
先
生
、北
は
あ
っ

ち
の
方
向
や
よ
」と
指
さ
す
が
、よ
う
ち
ん
の
持
っ

て
来
た
磁
石
と
は
全
然
違
う
方
角
を
指
し
て
い

た
。

　
「
い
っ
た
い
ど
っ
ち
が
正
し
い
ん
や
！
」ま
す
ま
す

不
安
は
深
ま
る
ば
か
り
だ
。
三
尾
先
生
は
木
に
登
っ

て
現
在
地
を
確
認
し
よ
う
と
し
た
が
こ
の
濃
い
ガ

ス
で
は
何
も
見
る
事
が
で
き
ず「
だ
め
や
、と
に
か

く
何
も
見
え
ん
」と
表
情
を
曇
ら
せ
た
。
さ
ら
に

パ
ニ
ッ
ク
状
態
の
一
行
に
ま
た
一つ
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が

重
な
っ
た
。
誤
っ
て
し
ん
き
ょ
う
が
足
元
の
蜂
の
巣

を
蹴
飛
ば
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
怒
っ
て
襲
い
か
か
っ

て
き
た
足
長
蜂
に
永
井
先
生
が
刺
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
ま
さ
に
泣
き
面
に
蜂
で
あ
る
。

　

ガ
ス
と
熊
笹
の
迷
路
に
迷
い
込
ん
で
し
ま
っ
た
一

行
の
運
命
や
い
か
に
…

時
を
同
じ
く
し
て
甲
子
園
で
は

　

北
四
国
代
表
・
松
山
商（
愛
媛
）と
北
奥
羽
代

表
・三
沢（
青
森
）に
よ
る
第
五
十
一
回
全
国
高
等

学
校
野
球
選
手
権
大
会
の
決
勝
戦
。
決
勝
戦
初

の
引
き
分
け
と
な
っ
た
こ
の
日
の
試
合
は
四
時
間

十
六
分
に
お
よ
び
、

特
に
延
長
十
五
回

裏
の
三
沢
の
猛
攻

に
対
し
、
サ
ヨ
ナ

ラ
負
け
の
再
三
の

ピ
ン
チ
を
松
山
商

が
紙
一
重
で
し
の

ぐ
と
い
う
攻
防
が

展
開
し
さ
れ
全
国

の
視
聴
者
を
釘
づ

け
に
し
て
い
た
。

●「
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
の
思
い
出
」は
次
号
に
続
く

可
愛
い
少
年
。
み
ん
な
を
笑
わ
す
人
気
者
。
三
尾

昌
平
先
生（
残
念
な
が
ら
今
は
故
人
）：一
年
A
組
の
担

任
。
登
山
に
対
す
る
知
識
が
豊
か
で
格
好
も
決

ま
っ
て
い
た
。 

よ
っ
た
か
：
頭
脳
明
晰
、メ
ン
バ
ー
の

知
恵
袋
。な
お
き
：
野
球
部
で
キ
ャッ
チ
ャ
ー
を
や
っ

て
る
、一
番
の
大
柄
。
彼
の
調
達
し
た
コ
カ・コ
ー
ラ

に
助
け
ら
れ
る
。
よ
う
ち
ん
：
常
に
冷
静
に
物
事

を
判
断
し
て
行
動
す
る
、リ
ー
ダ
ー
的
存
在
。
し

ん
き
ょ
う
：一
年
B
組
の
学
級
委
員
。
人
参
が
苦

手
。

　

日
帰
り
の
登
山
と
言
う
事
も
あ
っ
て
、格
好
は

軽
装
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
体
育
の
授
業
の
時
に
履

忘れられない
夏の思い出
小学生７名が意気投合し子供だけで日帰り登山を計画し、
10月10日の体育の日に乙女渓谷の二の谷から夫婦滝を
越えカモシカ渡から兜岩まで行き、三の谷を通って彼らは
難なく無事に下山を果たした。後日、その無謀な登山が
明るみとなり小学校の先生に彼らはきつく注意されてしまう。
しかし子供達の山への憧れはさらに募るばかりで、ついに
昭和44年8月18日『木曽越峠〜小秀山縦走・日帰り登山』
が実行されたのだった。
そこで彼らを待ち受けていたのは…。

だ
い
ち
ん

桂
川
先
生

あ
き
じ
ん

三
尾
先
生

な
お
き

よ
っ
た
か

よ
う
ち
ん

し
ん
き
ょ
う

前 

編



Pet！わが家の

コ ウ ノ ト リ

加子母の
赤ちゃん

2021 年度 2022 年度
男 女 男 女

4月 0 ０ 0 1

5月 0 0 １ 0

6月 ０ ０ １ ０

7月 1 0 0 0

8月 ０ ０

9月 0 １

10月 0 ０

11月 0 ０

12月 ０ １

1月 0 0

2月 １ 0

3月 0 １

計 ２ ３ 2 1

（令和 4 年 7 月19 日現在）

佐野智哉の

　先日、荷物の整理をしていて、僕が小さい頃に作った工作「ビール瓶と

新聞紙粘土でつくった恐竜」が出てきました。

　息子にちょっと見せただけなのに、ある日「よいしょ、よいしょ、」「ドラゴン、

ドラーゴン！」と言いながら、ペットボトルに一生懸命ねんどをくっつけていました。

工作の置物が恐竜であることに加えて、形状や素材感、つくり方など、いろ

いろな情報を吸収・連想して行動に移していると思うと、子供の創意工夫に

驚かされます。改めてものづくりに対する姿勢を息子に教えてもらっているよ

うな気分です。

短
　
歌	

夕
暮
に
草
刈
る
夫
の
蚊
遣
り
焚
く
匂
い
漂
よ
う
厨
に
立
て
ば	

纐
纈 

い
の
み

短
　
歌	

電
線
を
目
安
と
な
し
て
雲
行
き
を
見
定
め
ん
と
す
か
す
む
目
こ
ら
し
て	

田
口 

く
に
江

川
　
柳	

星
一つ
大
関
の
座
に
し
が
み
つ
く	

岡
崎 

真
佐
弘

かしも通信文芸

先月号で紹介したヤギのお母さん2

頭が、無事に2頭ずつ産み4頭の

赤ちゃんが誕生しました。

“牛柄のヤギ“は、大人気！

生まれた翌日に抱っこさせてもらい、

めっちゃめっちゃ可愛くて感動した

わたしなのでした。

りえ

上区　
梅本さんちのヤギさん達

山守資料館
　梅雨が明けたにもかかわらず、湿った天気が続く、そんな日、女性9人

で、上桑原の内木家「山守資料館」を訪ねた。20代目になる内木哲

朗さんが、私達を笑顔で迎えてくださった。

　哲朗さんの穏やかな口調と、築260年程経った館を通り抜けて行く

風が、とても気持ち良い。

1時間半程の説明だったが、哲朗さんは一度も膝を崩すことがなかった。流石だ。

　私は、足の痺れや痛さにモゾモゾと悪戦苦闘しながら聞いた中で、心に残った話を２点書こうと思う。もちろん、加子母村

の山林が尾張藩の直轄林となり、内木彦七（10代目）さんが、山守として活躍していた時代の話です。1つ目は、山から木を

切り出すと、途中で角材にする。ヒノキなのか、サワラなのか、何処の山で伐り倒されたかという詳細を四角材の一面に書き

付けて川に流す。川の中でクルクル回っても、書いた面が必ず水の中で上にくるやうな側に書く。凄い、昔の人の知恵だ。

2つ目は、でも、村人は、ヒノキが大嫌いだったそうだ。家の廻りに実生でヒノキが芽を出すと、小さい内に熱湯をかけて枯らし

たそうだ。少しでも大きくなって目立つようになってから、切ったり、引っこ抜いたりしたら罰せられる。家の際に芽を出し、大きくなっ

たヒノキの根が元で、家が傾いたとしても、手出しは出来ない。尾張藩にとって大切な資源が、村人にとっては、厄介と思わ

れる事もあったに違いない。「ヒノキ一本首一つ」飛騨と尾張を繫ぐ南北街道沿いにある内木家の前に、大きい榧（かや）の

木がある。見上げると、わずかに実が付いている。哲朗さんの言葉が心に残った。

　「榧の木が弱ってきて、今までどんなに実が落ちても芽出しはなかったのに、何年か前に落ちた実から芽が出て、今年は実

を付けている。木も、もう駄目だと思うと、次の代の子孫を作る。」

人 も々、木 も々次の世代を作って、歴史を絶やさず繋げていくのだろう。

　デブちゃんの時　男子にからかわれたのが懐かしい小学5年生の頃、私は女子の中で一番体重と

胸囲が多かった。それが恥ずかしくて、これから計らんならんという5分前頃トイレに走り、シッコでもすれ

ば少なくなるとそれを楽しみに廊下を走ったものだった。2.3名の男子が集まると他勢の勢いにまかせ「デ

ブデブ百貫デブ空気デブ　豚にけられてペッシャンコ」そこ迄は覚えているが、後の文句が浮かんでこない。

今老人になって、続きのからかい文句を付け足したとしたら・・「空気を入れたら元どおり、その時さバットで叩くからボールの代

わりになりたまえ、ワッハッハこりゃオモシロイ」・・・「先生、男子がからかうのを止めるよう言ってください！」「子供のうちの遊び

の一つ。充分言わせて思い出作りんさい。」先生の言われたとおり、あの頃の悪ヤンチャが楽しく浮かぶ。

おしりかじり虫
　「おしりかじり虫」という歌をご存知でしょうか。NHKのみんなの歌で

流され15年程前に流行した歌です。それが、今年、学名「オシリカジ

リムシ」として新種の甲殻類に命名されました。発見したのは鹿児島

大学のチームです。ハゼの尾ビレに食い付いていたそうです。体長1.3

ミリで、オシリカジリムシ科「オシリカジリムシ」が新設されました。これ

は極めて稀な例らしい。私が学名で知っているのは、トキの「ニッポニ

アニッポン」くらいのものだ。何故私が、ニッポニアニッポンを１つだけ知っ

ているかというと、新潟や石川県から佐渡ヶ島へ渡るトキの群れが空

を覆い、トキ色が空を埋め尽くし、どこかの外国人がそれを見て、あまり

の美しさに気を失ったという記事を見たときです。赤でもない、朱色で

もない、ピンクでもない、トキ色が空を覆うと、そりゃあ、見た事のない

外国人は、感動でしょう。皆さん、「オシリカジリムシ」を宜しく。

中切　治
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消火器の点検、販売、廃
棄処分ご相談ください。
悪質な消火器の
訪問販売にご注意を！

Tel. 79-2285

編集長／秦
編集後記

かしもっ子だよ全員集合！

小 学校▶ 加子母小学校の５年生は、７月１１日（月）

～１２日（火）に宿泊研修に出掛けました。一人

一人が感染予防に努め、家庭でも協力をいただ

いたおかげで、全員が参加することができました。

１日目は、カヤックやいかだ作りの体験をしました。カヤックもい

かだの体験も、仲間と力を合わせて取り組まないとうまくいきま

せん。苦労しながらも、うまく進めることができたときの喜びは

格別です。潮風を受けながら、楽しい時間を過ごすことができ

ました。

２日目は、干潟観察を行いました。あいにくの雨天でしたが、雨

の合間に観察に出掛けることができました。昼食は、パエリア

を作って食べました。みんなで作ったパエリアは最高に美味し

かったです。

「みんなで協力して、楽しく、安全に学習し、もっとみんなのこと

を知ろう」をスローガンに取り組んだ２日間でした。仲間と楽し

く活動する中で、仲間のよさやありがたさを感じたことでしょう。

これからの学校生活がより充実したものになるよう、今回の学

びを生かしてほしいと思います。

保 育園▶ 7月1日（金）に、年長お楽しみ会がありま

した。この日に向けて5歳ぞう組さんは、何をして

遊ぼうと沢山話し合いをしてきました。自分のこと

が自分で出来るぞう組さんだから、お楽しみ会に向けて頑張れ

たんだと思います。お家からもらってきたダンボールや箱、筒等

を使って設計から考えて自分たちでひみつきち作りを行い、夕

食のオムライスのピラフはくどを使ってお釜で炊き、みんなと一

緒だからお家の人と離れて夜までいても大丈夫！と意気込んで

取り組みました。お家の方に作ってもらったお守りを首に下げ、

異年齢児からの勇気のバッヂをつけ、絵本の中の「まゆ」にも

会えてワクワクドキドキの夏の夜でした。ひとつ大きくなったぞ

う組さんです。

乳 幼児▶ 加子母・付知子育て支援センターくるり

んぱ感染症拡大防止対応の『くるりんぱ開放日』

を設けています。

絵手紙：加子母公民館絵手紙教室協力

加子母の美味しい料理や昔の料理など教えてください。
福井やよい ☎ 0573-79-2627

小 仲間といっしょに海の体験 ～５年生宿泊研修～

保 ～5歳児ぞう組、ひみつきちの横で～

かしも食堂
昔から伝わる絶品料理を紹介！

食には文化があらわれる。

特集の「忘れられない夏の思い
出」に出てくる当時の小学生た
ちが小秀山に憧れを抱いている
感じが新鮮で面白い。今は中学
校で行く小秀山登山さえなくなっ
たんじゃなかったかな？
小学生がこれを読んで僕も登っ
てみたいなんて思う子はいるの
かな。まあ当時も勝手に行って
怒られているくらいだから普通の
子供は行かなかったんだろうけど。
興味や面白さは時代で変わって
くるんだなと思った。
では僕にとって加子母の面白い
ところってなんだろうと考えてみる
と、第一に明治座だ。
東京なら高いチケットを買って歌
舞伎座に行かないと観れない歌
舞伎が、ここでは地歌舞伎とし
て普通に生活の中にあって日本
の伝統に触れられる。
他にも、こんな山奥で日本トッ
プクラスの演奏が毎年聴けた
り、各地の大学生がやってきて、
色々考えて活動しているのも面
白い。
しかしそんなものに興味を持たな
い人もたくさんいる。
それもまた面白い。

あこがれのぬか漬けを作っている
Nさんと知り合いました。古いぬか
漬けほど美味しくて、6年続けて来
たのは美味しかったと話して下さっ
た。一杯話を聞いて、人参・きゅう
り・なすを試食させていただいた。
乳酸発酵して絶品。私が探してい
たぬか漬けに会えた。体にもいい。

「毎日必ず混ぜ事。可愛がる事」とNさんに励まされぬか漬けに挑戦した。毎日混
ぜるのが楽しい。手もぬかの油で綺麗になる。挑戦したい人には、床を少し譲ります。

作りやすい分量

米ぬか　1㎏
あら塩　100g～130g
水　1L

作り方

①新鮮な米ぬかに塩を入れて、水を少しつづ入れてよい固さに練る。
②唐辛子、煮干し、昆布を入れて床を作る。
③一週間位は捨て野菜で漬けて発酵させて美味しい床を作る。
④毎日混ぜて野菜等漬けて頂く。

Nさんの話
・茹で卵の殻や魚の骨を細かくして床に入れると美味しくなる。
・涼しい場所において毎日混ぜる
・ぬか床を何人かに分けてあげた。発酵が早いし、いい床が出来る。
・人参がお薦め

Nさんのぬか漬け
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図書室だより【８月おすすめ図書】
■テスカトリポカ　（著 佐藤究）
メキシコのカルテルに君臨した麻薬密売人のバルミロ・カサソラは、対立組織との抗争の果てにメキシ
コから逃走し、潜伏先のジャカルタで日本人の臓器ブローカーと出会った。２人は新たな臓器ビジネス
を実現させるため日本へと向かい…。

■人に寄り添う防災（著 片田敏孝）
私たちは、荒ぶる自然とどのような心構えで共存していけばいいのか。被災地でのフィールドワークや、
内閣府「中央防災会議」での議論を紹介しながら、高齢者・要支援者の避難誘導、防災コミュニティ
の構築など、具体的な「命を守るための指針」を提言する。

■圧力鍋の生涯作り続けたいレシピ１００　忙しい人ほど楽になる！（著 石原洋子）
料理研究家・石原洋子の生涯作り続けたいレシピ集。「時間がないときに嬉しい“加圧５分以内　スピー
ドおかず”」「まとめて作っておくだけで“平日楽する　作りおき”」「繰り返し作ってきた“わが家の定番　
絶品おかず”」などを紹介する。

■たんたのたんてい（さく 中川李枝子　え 山脇百合子）
朝早く、たんたが郵便受けにいくと、新聞のかわりにでこぼこチューブが。字がきえかけで「に・じ・は・がき」
としか読めません。だれのしわざ？さっそく虫めがねをもって、ウサギ、ネコ、キツネの家へ。たんたはなぞ
をとけるでしょうか。５０周年改訂版。

■チャレンジミッケ！ミッケがだいすき おとなもこどももいっしょにあそべるかくれんぼ絵本 ２
　（作 ウォルター・ウィック　訳 糸井重里）
おもちゃばこ、せいぞろいしたミニカー、ウキウキするおかしの世界…。「チャレンジミッケ」９冊をふりかえり、
１００枚以上の写真から著者のおきにいりをまとめた「ミッケがだいすき」第２弾。

国民健康保険から職場の健康保険に切り替える時は手続きが必要です
国民健康保険に加入している方が職場の健康保険に加入する場合（ご家族の職場の健
康保険に扶養として加入する場合も）は、国民健康保険をやめるために、市役所などで
手続きを行い、国民健康保険証を返還する必要があります。この手続きを行わないと、
二重で健康保険に加入することになり、保険料も二重に支払うことになってしまいますの
でご注意ください。（二重で支払った分は手続き後、精算されます。）
手続きに必要な物	●職場の健康保険の保険証（未交付の場合は加入したことを証明するもの）
	 ●国民健康保険証
	 ●マイナンバーカードまたはマイナンバーのわかる書類と本人確認書類

加子母の人口と世帯数（令和4年7月1日現在） 世帯数：960世帯　男：1,243人　女：1,302人　計：2,545人

このページでは、加子母総合事務所からみなさんへ、地域に密着した情報をお知らせします。
みなさんの身近な地域情報をお寄せ下さい。    (加子母総合事務所:0573-79-2111まで）

こちら総合事務所です
８月の行事予定

【お願い】現在、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、
イベント等が中止や延期、規模を縮小しての開催になっています。
下記予定も変更等される場合がありますので、ご承知おきください。

1 月
【保育園】身体測定
【小・中学校】夏季休業日（～25日）

2 火
3 水
4 木【保育園】誕生日会

5 金
１歳６か月児健診（午後）福岡会場

【保育園】避難訓練
6 土
7 日
8 月【中学校】防災備品使用訓練（防災倉庫点検）PM
9 火 行政相談（13：30～15：30）
10 水
11 木 山の日
12 金【小・中学校】学校閉庁日
13 土
14 日 大型・有害ごみ（9～13）
15 月【小・中学校】学校閉庁日
16 火
17 水
18 木
19 金
20 土

21 日
軽トラ朝市（9～12）
不燃・硬質・資源ごみ（17～18）

22 月【中学校】職員会（３期）

23 火
人権相談（13：30～15：30）
３か月児健診（午後）福岡会場

24 水
25 木 区長会（14～）

26 金
【小学校】夏休み明け集会
【中学校】夏休み明け集会
【中学校】勉強がんばり週間②

27 土【保育園】保護者会環境整備
28 日

29 月
【小学校】家庭学習がんばり週間（～9/2）
【中学校】Ｍｙ Ｐｌａｎ（夏休み作品）展示会開催

30 火
31 水【小学校】４年生カワゲラウォッチング


